日本安全性薬理研究会会員の皆様

日本安全性薬理研究会　第1回技術交流会
技術討論会への参加者募集

日本安全性薬理研究会は毎年2月に学術年会を開催しておりますが、この学術集会以外に、会員の皆様に対して技術的な内容についての討論の場あるいはラボワークを伴う技術交流の場を提供する目的で、技術交流会を開催する運びとなりました。今回の第1回技術交流会は下記にありますように技術的な内容に関する討議を、第3回学術年会開催初日の午前に同会場で実施することといたしました。今回の技術討論会が、安全性薬理研究における問題点の解決や安全性薬理分野の発展、さらには会員の皆様のより深い交流に繋がるものと期待しております。

1) 今回の討議テーマは以下の2題とさせていただきます。テーマごとに討議を行うため、別会場にて2チームに分かれて実施します。
1 一般毒性試験への安全性薬理試験の組み込み
2 心血管系試験における技術および評価
なお、具体的な討議内容につきましては、申し込み時にご提出いただく希望討論内容を参考にして、論点設定を行いたいと思います。別紙の具体例を参考にしてご提示ください。
2) 日時：2012年2月17日（金）　10時00分～11時30分
場所：東京大学弥生講堂・一条ホール1F会議室およびセイホクギャラリー会議室
3) 対象者：日本安全性薬理研究会会員の方
（会員以外の方は当日1000 円で会員登録していただきます）
4) 密度の濃い議論を促すため、討論会は各テーマにつき約20名の小規模で行う予定です。参加希望者の中からファシリテーター(リーダー)1名、サブリーダー1名を事務局で事前に選定させていただき、その方々に議論の進め方は一任します。なお、参加希望者多数の場合には、事前提出いただいた希望討論内容やご所属に基づいて、参加者を限定させて頂く場合がございますので、予め御承知おきください。参加の可否については、2012年1月13日（金）までにお知らせします。また、参加希望の皆様におかれましては、現状の安全性薬理研究における課題を共有し、さらにはその解決策の糸口を見出したいという本討論会の趣旨をご理解いただき、自由な議論が可能になるようなご対応をお願いいたします。
討論会において討議された内容の詳細については公開いたしませんが、今回の開催を契機として、ご参加の皆様を中心に次回以降の日本安全性薬理研究会において、討議テーマに関する成果発表をお願いしたいと考えております。また、オブザーバーとして本研究会の幹事若干名を参加させていただきますことを、予めご承知おき下さい。
5) 次ページにある必要事項記入用紙（ワードファイル）に、所属、氏名、連絡先及び討論したい内容を記入して、下記宛先にワードファイルを添付して送付をお願いいたします。
送付先メールアドレス：　kouryukai@j-sps.org
6) 2011年12月30日（金）必着

7) 申し込みを確認しましたら、受付完了確認メールを返信致します。
7暦日以内に返信がない場合は、上記メールアドレスまでご連絡ください。
8) 不明な点は、ご遠慮なく上記メールアドレスまでご連絡ください。
世話幹事：田保充康、林誠治、桑野康一
第1回技術交流会参加希望者　必要事項記入用紙
所属：
XXX株式会社、XXX研究部

氏名：
XXXX

連絡先：
〒XXX-XXXX

XX県XX市XX番地

TEL: 
XX-XXXX-XXXX
FAX: 
XX-XXXX-XXXX

E-mail:
XXX@XXX.co.jp
参加したい討議テーマ（参加希望の討議テーマにチェックして返信をお願いいたします）：

1 一般毒性試験への安全性薬理試験の組み込み（ FORMCHECKBOX 
）
2 心血管系試験における技術および評価（ FORMCHECKBOX 
）
討論したい内容（箇条書き・文章いずれも可、複数可）
：
1. 例：　一般毒性試験への組み込みにおける、安全性薬理試験の測定タイミングと解析ポイントの設定について議論したい。

2. 例：　ジャケットの馴化方法、ジャケット装着時の麻酔、着用ストレスなど、一般毒性試験への影響について、皆さんのご意見を伺いたい。

3. 例：　複合型毒性試験の場合、用量設定をどう考えたら良いか。
4. 例： テレメトリー試験における評価判断基準。例えば、血圧に関して、どの程度の検出感度の条件で、どの程度上昇したら作用ありと判断しているか。その他、PR延長やQRS延長など、QT延長以外の判断基準も含めて議論したい。
5. 例： テレメトリー試験において、埋め込み後数カ月経過すると血栓等により血圧のドリフトがおきてドロップアウトする個体がある。どのような問題があるのか、自社の埋め込み方法などを紹介するので、皆さんのご意見を伺いたい。
6. 例： 例えば、糖尿病薬について糖尿病のモデル動物を用いると臨床の心血管系リスクを評価できるか。
7. 例： hERGとvivoのQTデータが一致しない場合、どのようなことを考えてfollow-up試験を組むのか、意見を聞いてみたい。

以上
